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１．諸　　言

ポリエチレン（PE）は、最も広く履

高浸透圧クロマトグラフィー（High  Osmotic

Pressure  Chromatography；HOPC）はTeraokaら
４，５）に

よって提案された最新のポリマー分別方法であり、

分子量分布の狭い高分子量成分を効率良く得ること

ができるとされている。しかし、高温での分別を必

要とするPEに対してHOPCが応用された例は報告され

ていない。そこで本報では、高温で分別可能なHOPC

装置を試作し、PEの高分子量成分分別に応用した結

果について報告する。
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式で定義される。

、4



そして、c*よりも数倍高い濃度の高分子溶液が、Fig.

１に示すような孔の開いている充填剤と接した場合、

高分子溶液と孔内の溶媒との界面では、s式で表さ

れる浸透圧Πが生じる。

ここで、kは定数である。一方、このような濃厚溶液

では、高分子鎖同士が反発するために斥力が生じる。

従って、浸透圧と斥力を低下させて系を安定化させ

るため、高分子鎖が充填剤の孔の中に移動する。

一方、慣性半径Rgのポリマー分子が半径Rpを有す

る充填剤の孔に入った場合に、d式で示す分配係数K

を定義する。

ここで、b
m
は、０次のベッセル関数J0(b)=0のm乗根

（m＝１，２，……）であり、kは１よりも小さい値を

とる。d式では、RgとRpの比が小さくなるとKが大

きくなる。即ち、このことからも分子サイズが小さ

い方が優先的に孔に移動しやすいことは明らかであ

る。また、d式から、HOPCでは孔の大きさが分取に

影響することが予想される。

以上の原理に従って、Fig.２に示すように、多孔質

充填剤を充填したカラムに多量の濃厚試料を注入す

ることによって、低分子量成分が多孔質に移動し、

溶出成分の先頭部分は分子量が高い成分のみが濃縮

される。そこでこの先頭部分を回収することにより、

分子量分布の狭い高分子量成分を得ることが可能と

なる。

３．実　　験

〔1〕装　　置

本研究で試作した装置をFig.３に示す。本装置では、

高粘度の試料溶液を注入するため、ステンレス製の

円筒型注入装置(a)を用いた。この注入装置において

は、円筒の上部より試料を入れ、密閉した後、上部

から窒素ガス(b)を用いて系内を最大３MPaに加圧す

ることが可能である。その圧力によって、ヒーター

により加熱された�

分子柳 殂 畇 素ガ本憤

本研究で





（ 18 ）







第46回年次大会予稿集，47（14），4013（1998）

８）I.  Teraoka,  Z.  Zhou,  K.  H.  Langley,  F.  E.  Karasz

; Macromol., 26，6081（1993）

（ ú1）


